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Summary
　　Due　to　traffic　accidents，　many　damages　or　fractures　of　teeth　occur　as　well　as　the
damage　of　the　soft　tissues．　The　prosthesis　of　the　anterior　teeth　is　very　important　in
aesthetic　notion　and　recovery　of　its　function．　Considering　the　aesthetic　effect　in　prosthesis
of　the　teeth，　the　color　of　the　teeth，　the　particular　charm　of　the　enamel，　the　shape　and　size
of　the　teeth，　and　relation　between　array　of　the　teeth　and　the　person’s　features　in　each
cases，　we　succeeded　in　recovering　the　natural　and　wholesome　teeth．
緒 言
交通事故による外傷は年々増加の一途をたど
本論文の要旨は第13回松本歯科大学学会（昭和56年ll月
28日）において発表した。（1982年5月17日受理）
り，社会的に問題化しつつある．特に口腔領域の
外傷は，近年増加の傾向にある．口腔領域におけ
る外傷は，歯牙の破折，歯牙喪失，顎骨骨折，不
正咬合などがあげられる．
　歯牙は硬組織からなるという特殊性があるた
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め，その修復ぱなかなか複雑を極めその処置につ
いて多くの研究を要し，且つまた高度の技術を要
する．歯牙の外傷には，歯牙の破折から歯槽骨骨
折を伴う歯牙の脱臼まで種々のケースがあるが，
特に前歯部においては，審美性，機能回復なとに，
歯牙補綴が大きな役割を演ずる．その回復の目的
は，生来健全なる歯牙に回復させることにある．
その審美的な効果は補綴物の色，残存歯との調和，
特にエナメル質部分の美しさ，歯の形態や大きさ，
歯列弓内の配列によって決定され，顔貌との関係
が大て，特に口唇線との関係が大切となる．私共
は今回，松本歯科大学病院を訪れた交通事故患者
3名の前歯部補綴修復を行った，
症 例
：症例1〕
　患者：中○小○絵，18歳，女愕
　初診：昭和56年4月4日
　現病歴：昭和56年4月3日，交通事故により前
鯛迎完全鵬益亜舶・幽冠獅亜
脱臼，但歯冠破折，上ドロ唇部に打撲による腫脹，
顎ドリンパ節左右腫脹，開口障害（開口度1横指
径），咀噌障害ありの症例で口腔外科に紹介来院，
5月27日陶材センターに転科．
　現症：全身的に特記すべき事項なし．口腔内は
全体的にクロス・パイトて小臼歯部から前歯部に
わたりオープン・バイトが見られ，上顎は交通事
故による打撲のため』⊥が欠損している．⊥Llに
は暫問義歯が装着されており，歯槽堤の形態，粘
膜の状態はともに良好てある．32123＆S冠破折並ひ
に二担麟蝕症第II度，　L旦鯖蝕症第m度，劃旦麟蝕症
第1度，七顎よ匿亜脱臼』亜脱臼のためキ・，
ペンシーネ固定．
診
云
』
写1　症例1　術前の口腔内写真
写2：症例1　Study　model
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　一方下顎は再バ・しカン固定．個々の歯牙は
鎚舌側転位，旦唇側傾斜（写1）、
　治療計画
　①　Study　modelを形成し（写2），　X－ray撮
影，顔面側貌写真撮影
　②　Study　modelの複模型を作製し，咬合器ヒ
でワックス形成
　③　口腔内と模型上て，設計診断
　③　④③211②③の架工義歯を製作する
　◎　予後観察を行い経過を見る
　⑥　4十4の線結紮による固定は30日～40日と
した
　治療r頂序
　①　診断用咬合器て咬合高径，中心咬合位の検
査を行う
　②　以前21の亜脱臼による舌側傾斜動揺がひと
く架工義歯作製に障害を来たすため，抜歯
　即時義歯作製
　③巴も2」と同様舌側傾斜かはげしいが，X－
ray診杏及ひ咬合器上でのワ・クス形成時の診断
で保存する事に決定．根管治療後，根管充填
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　④　LZ．Au－Ag－Pd合金てア・・ットメント作製，
即時義歯改良
　⑤　パんカン固定除去
　⑥　口腔内の全歯牙，軽度の急性辺縁性歯周炎
を起・してい・ため7 ?－7齢除去
　⑦旦上餅澗キシn　・・　f・浸麻後ぽ台蕗形
成，印象，仮レシン架工義歯作製仮着
　⑧　③③2111②③．ZULの欠損に対し4遡．支
台による金属焼付陶材架工義歯f乍製装着（写3）．
　二症例2J
　患者：恩○真○，21歳，男性
写3：症例1　術後の口腔内写真
寸
写4：症例2　Study　model
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　初診：昭和56年6月15口
　現病歴：昭和55年10月3口交通事故によ・）前歯
部辿打撲，8ケ月後已急性化膿性歯糊農瘍によ
り急患として口腔外科に紹介来院，膿瘍切開後，
消炎療法，根管治療，陶材センターに転科
　治療計画
　①　Study　mode1を作製（写4），　X－ray撮影，
顔面側貌写真撮影
　②　Study　modelの複模型を作製し，咬合器E
でワノクス形成
　③　口腔内の歯牙と模型上の歯冠と照し合わせ
て設計診断
　治療順序
①帯上下慢性辺雛媚炎数回にhr；
り歯石除去
　②　ユ⊥旦の部分X－ray診査の結果慢性化膿性
歯根膜炎，根管治療後，根管充填
　③劃の歯科用キシロカイン浸麻後2⊥L？支台
歯形成，印象テンポラリークラウン作製仮着
　④　2112金属焼付陶材冠を装着（写5）．
二症例3：
　患者：射○止○，19歳，男性
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写5：症例2　術後の口腔内写真
写6：症例3　術前！l腔内写真
写7：症例3　Study　model
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写81症例3　術後口腔内写真
　初診：昭和56年5月8日
　現病歴：昭和56年5月7日交通事故により，前
歯部21L2ca冠破折を伴う亜脱臼にて，口腔外科に
来院，外科的処置終了後，陶材センターに転科（写
6）
　治療計画
　①　Study　modelを1乍製（写7），　X－ray撮影，
顔面側貌写真撮影
　②　Study　modelの複模型をf乍製し咬合器上
でワソクス形成
　③　口腔内と模型上で設計診断
　治療順序
　①ユ⊥里根管治療後根管充填＿劃窩洞形成
コンポジットレジン充填
　②　⊥旦Au－Ag－Pd合金でア・ミットメント作
製
　③一aiキシロカイン浸麻後2！L！Z支台歯形成
印象，テンポラリークラウン作製仮着
　④22ug全部焼成陶材冠を装着（写8）．
考 察
　前歯部補綴の設計，デザインについての検討は，
まず初診の時点において綿密に行い，その方針を
しっかりと決定すべきである．前歯部の修復方法
には種々の充墳物で簡単に復元できるものから，
全部焼成陶材冠，金属焼付陶材冠，各種連結法に
よる架工義歯まで有り，また種々の材料と技法が
ある．その症例に適したものがとれかをしっかり
検討することは最も大切なことである．特に最近
ではとかく金属焼付陶材冠が多く使われている
が，すべての場合において最高だとはいえない．
　症例3の様なオープン・パイトの患者などでは
歯冠のスベースが大きく，上顎前歯部の切端アー
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チが上方に弧を描いて，舌側が外界から良く観察
される．そのため金属色が見え，金属焼付陶材冠
は禁忌症であるが，症例2のように咬合が緊密で，
咬合力に不安定な症例なとは適応症である．しか
るに前歯の回復は綿密な診査と慎重な設計と，そ
れを表現する高度の技術によって価値を高めると
思考する．
　次に審美性の一つの色彩であるが，色はポーセ
レン補綴の審美的価値に大きな影響力をもつ要素
の一つてあり，これはその補綴物の外形，形態，
表面の艶内部構造と密接な関係があると考えら
kる．色は目によって感受され，対象物によって
変化する波長光である．また口腔内でのシェー
ド・カイド選択色い2‘と技工室での同シェートの
焼成色とたまたま不一致になる場合があり，不満
足な結果に終わる場合がある．色には一般的に三
つの要素がある．すなわち色相（H），彩度（C），
明度（V）である．照明された物体が同一の材料
ならば問題はないが，歯牙と陶材とは材質が異っ
ており，歯牙は生体の一部であり，陶材は鉱物に
よって合成された製品である．二のため光の種類，
反射，屈折，吸収によってあるいは目の知覚，感
覚で異なった色に見える．従って満足な色の一致
を得る許容度は厳しく制限される．適当な色調を
選択することや，陶材焼成の技術は歯科医師があ
る程度マスターし，グレーズ，ステインは自分で
行えるよう訓練すべきである．補綴物はグレース
前の状態で口腔内試適を行い，この段階において
接触点，カントウア，エンブレシャー，切縁部，
唇面を修正すべきである．これらの修正が済んだ
ら，水か唾液で表面を濡らし，グレースされた外
観を与え色の確認を行う．色調が一致してなけれ
はステインを用い，グレーズするほかはないと思
う．
　要約すると歯科医師並びに歯科技工士が色調
を選択し，同じ者が補綴物を完了させるべきであ
る．また歯牙の色彩は背景やその他の環境に影響
されるため同一光源（当センターでは積分球診療
室）3‘，同一環境で色調選択等を行うべきである．
　前歯部修復に先立ち，患者が自然にしている時
の口の状態，微笑んだ時の状態，大いに笑った時
の全体の感じと口唇線の位置，前歯の状態をすべ
てよく観察した上で十分注意し製作しなけれは失
敗はまぬがれない．そこでStudy　modelを2組作
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製し，1組をインレー・ワックスを用い模型の上
で支台歯形成を行いワックス形成して，それを患
者の欠損部分に試適するか，また模型の上でどの
ように回復するかを技工し，開始前に補綴の結果
を分析研究して，患者に正確に完成時のことを説
明する必要がある．
　全部焼成陶材冠は審美的に最もすぐれており4j
5｝6）7）組織親和性があり，金属焼付陶材冠では再
現出来ない利点がある．しかし金属焼付陶材冠は
架工義歯に使用出来る等の利点があるため，その
症例によって適応症を十分に考慮すべきである．
　症例別にまとめてみると，
　症例1は歯列不正（叢生）のため，これを必要
以上整えると不自然となり，オープン・バイトと
クロス・バイトであるため金属焼付陶材架工義歯
が最も良いと判断した．
　症例2は上唇線が比較的下位にあり舌側，歯頸
部が外から見えないので，金属焼付陶材冠とした．
　症例3は開咬の症例で，立体感を見せ有髄歯を
保存し，歯牙が舌側から良く見えるため，切端部
に丸みをもたせることと，外部から覗かれる観点
から，舌側の審美性を必要とするため，全部焼成
陶材冠とした．
お　わ　り　に
　交通事故は社会が進むにつれ年々増加の一途を
たどっており，それに伴い歯牙の外傷も多くなり
つつある．我々は3例の前歯部歯牙外傷の修復に
あたり，特に審美性を重要視した．診療を行い患
者の歯牙の審美性を回復させることは，患者自身
の歯に対する精神的コンプレックスを柔らげる上
においても必要である．補綴面において，陶材に
よる修復のみを考えた時，近年に於いては金属焼
付陶材冠の占める割合が極めて高い．この補綴物
は確かに焼成強度，色調等にも問題点が少なく
なってきているが，歯周組織への影響，色調を出
すための厚さがいる等の問題点がある事も見のが
せない事実である．一方全部焼成陶材冠も破折，
適合度等の問題があるが組織親和性，操作が簡便，
色調の点では自然に近い等の利点もある．また金
属焼付陶材冠の利点においてはロング・スパンの
架工義歯に使用出来る等と，それぞれ利点欠点を
もっている．当然それら利点欠点から適応症，禁
忌症があるわけで，利点を生がした適応症を十分
に考慮にいれ，そのケース・パイ・ケースでより
高い審美性の追求をしていくべきであろうと思
う．
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